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「 ひ と ・ も の が 集 い 、 人 ・ 物 を 『 育 む 』 拠 点 」

一 関 市 「 道 の 駅 だ い と う 」
建 設 工 事 設 計 監 理 業 務地 図

　 こ の 度 、 陸 前 高 田 市 と 奥 州 市 を 結 ぶ 国 道 3 4 3 号 に 、 新 た な 道 の 駅 と し て 「 道 の 駅

だ い と う 」 が 完  成 を い た し ま し た 。

　 多 く の 方 々 の 御 協 力 を い た だ き 、 無 事 竣 工 を 迎 え る こ と が 出 来 ま し た 事 、 改 め て 御

礼 申 し 上 げ ま す 。 地 域 資 源 の 活 用 、 地 域 の 活 性 化 、 情 報 の 発 信 、 人 々 の 交 流 、 憩 い の

場 、 防 災 な ど 、 道 の 駅 に 求 め ら れ る 様 々 な 機 能 を 満 た す 施 設 を 目 指 し て 取 り 組 み を

さ せ て い た だ き ま し た 。 「 室 蓬 譲 水 の 里 」 の 名 の も と 、 地 域 の 皆 様 、 利 用 す る 皆 様 に

親 し ま れ る 施 設 に な れ ば 幸 い で す 。

　 駅 名 は 、 公 募 に よ り 、 市 町 村 合 併 前 の

旧 町 名 の 大 東 町 か ら 「 だ い と う 」 に 決 定 。 

愛 称 は 、 郷 土 の 偉 人 ・ 芦 東 山 （ あ し と う ざ

ん ） が 、 こ の 地 の 山 々 の 間 を 清 水 が 譲 り

合 う よ う に 流 れ る 様 に な ぞ ら え て 、 謙 譲

の 美 徳 を 念 ず る 平 和 郷 を 賛 美 し 、 命 名

し た と 伝 え ら れ る 「 室 蓬 譲 水 （ し っ ぽ う

じ ょ す い ） の 里 」 に 決 定 し ま し た 。

（ 株 ） 久 慈 設 計  建 築 設 計 部 次 長 福 山 　 登 洋一 級 建 築 士

設 計 担 当 者 紹 介

4 月 号

2 0 2 5

Vol. 2 4 1

配 置 図

「 道 の 駅 だ い と う 」 名 称 由 来

配 置 図

N

岩 手 県

摺 沢 駅J R 大 船 渡 線

一 関 市 渋 民
市  民 セ ン タ ー

1 0 5 3 4 3

4 5 6

道 の 駅
だ い と う

一 関 市
大 東 体 育 館

1 9

1 0

 2
0 2 5 年 ４ 月 1 7 日 、 オ ー プ ン !!

ト イ レ

レ ス ト ラ ン 情 報 提 供
交  流  ス ペ ー ス

産  直 ・ 物  販産  直 ・ 物  販

イ ベ  ン ト 広  場イ ベ  ン ト 広  場

ト イ レ 休 憩 施 設ト イ レ 休 憩 施 設



ト イ レ 休 憩 施 設 （ ベ ビ ー コ ー ナ ー ）

ト イ レ 休 憩 施 設 （ 内 観 １ ）
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木 材 の 印 象 を 活 か し た 落 ち 着 き の あ る 外 観

道 の 駅 エ ン ト ラ ン ス

ト イ レ 休 憩 施 設 （ 外 観 ）

　 新 し い 道 の 駅 は 、 在 来 軸 組 み 構 造 と し 、 黒 、 白 と 落 ち

着 き の あ る 色 彩 と 、 地 域 産 木 材 を 活 用 し た 木 目 の 印 象

が 重 り 合 う 意 匠 性 を 持 た せ た 外 観 デ ザ イ ン と し て お り

ま  す 。  梁 の 架 構 形 式 を 採 用 し 、 産 直 物 販 、 レ ス ト ラ ン

（ 5 2 席 完 備 ） 、 情 報 提 供 交 流 ス ペ ー ス の 主 要 な 3 室 は

天 井 が 高 く 開 放 的 で 木 材 を 表 し 落 ち 着 き の あ る 空 間 と

し て お り ま す 。

　 隣 接 す る ト イ レ 休 憩 施 設 は 身 障 者 ・ 二 輪 車 駐 車 場 か

ら 雨 が か り の な い ア プ ロ ー チ を 計 画 し 、 子 育 て 世 代 に

も 配 慮 し 、 ベ ビ ー コ ー ナ ー 、 キ ッ ズ ト イ レ を 整 備 、 訪 れ て

い た だ く 全 て の  方  が  快  適  に 利  用 で き る よ う 取 り 組  み を

い た し ま し た 。 

　 交 通 の 要 所 に 位 置 す る 本 施 設 は 、 国 土 交 通 省 が 選

定 す る 「 防 災 道 の 駅 」 に 求 め ら れ る 耐 震 安 全 性 分 類 、 構

造 体 分 類 に 準 拠 し て お り 、 非 常 用 自 家 発 電 設 備 、 太 陽

光 発 電 に よ る 無 停 電 化 、 貯 水 槽 ・ 備 蓄 倉 庫 な ど を 備 え

て お り 安 全 対 策 に も 対 応 し て お り ま す 。

地 域 の 魅 力 発 信 と 交 流 人  々  が  集  う  空  間  づ く り

一 関 市 「 道 の 駅 だ い と う 」 建 設 工 事 設 計 監 理 業 務
■ 施 工 地 ／ 岩 手 県 一 関 市 大 東 町 渋 民 字 西 風 地 内

■ 竣 工 年 月 ／ 令 和 6 年 1 2 月 1 0 日 引 き 渡 し

■ 敷 地 面 積 ／ 9, 9 3 2 ㎡

■ 延 床 面 積 ／ 産 直 レ ス ト ラ ン 等 施 設 8 6 0. 8 1 ㎡

　 　 　 　 　 　 ト イ レ 休 憩 施 設 2 3 8. 4 9 ㎡  

■ 構 　 　 造 ／ 産 直 レ ス ト ラ ン 等 施 設 木 造 平 屋 建

　 　 　 　 　 　 ト イ レ 休 憩 施 設 木 造 平 屋 建

■ 駐 車 場 ／ 一 般 6 4 台 、 大 型 8 台

■ 営 業 時 間 ／ 9: 0 0 ～ 1 9: 0 0 （ 4 / 1 7 の み 1 2: 0 0 ～ 1 9: 0 0 ） 

　 一 関 市 大 東 地 域 は 、 岩 手 県 南 部 に 位 置 し 、 北 上 高 地 の

雄 大 な 自 然 に 恵 ま れ た 中 山 間 地 域 で す 。 東 部 は 室 根 山 、

北 西 部 は 蓬 莱 山 、 阿 原 山 と 山 々 に 囲 ま れ て お り 、 地 域 を 東

西  に  流  れ る  砂  鉄  川 と そ の  支  流  が  山  里  を  潤 し て い る こ と か

ら 「 室 蓬 譲 水 （ し っ ぽ う じ ょ う す い ） の 里 」 と し て  親 し ま  れ て

い ま す 。 産 業 面 で は 、 従 来 よ り こ の 地 域 を 支 え て き た 農 林

畜 産 業 だ け で は な く 、 交 流 機 能 の 拡 充 な ど を 基 盤 と し た

地 域 ブ ラ ン ド の 魅 力 発 信 や 地 域 資 源 活 用 を 中 心 と し た 6

次 産 業 化 へ の 取 り 組 み も 現 在 盛 ん に 行 わ れ て お り ま す 。

　 国 道 3 4 3 号 は 復 興 支 援 道 路 と し て 「 渋 民 工 区 」 の 道 路 整

備 が な さ れ 、 沿 岸 部 と 内 陸 部 が 繋 が る 事 で 、 時 間 距 離 が 短

縮 さ れ 道 路 利 用 者 の 利 便 性 が 大 き く 向 上 を し ま し た 。 国 道

4 5 6 号 の 結 節 点 と な り 多 く の 方 々 が 日 々 往 来 し て お り ま す 。

　 こ の 度 、 地 域 の 魅 力 発 信 と 地 域 資 源 活 用 の 拠 点 と し て

「 道 の 駅 だ い と う 」 の 整 備 事 業 に 久 慈 設 計 グ ル ー プ が 参 画

を さ せ て い た だ き ま し た 。 ひ と と ひ と 、 ひ と と も の が  繋 が る

新  道 の 駅 が 誕  生 い た し ま し た 。

▼ S D G s の 取 り 組 み の 一 つ と し て 、 全 国 植 樹 祭 （ 陸 前 高
　 田 市 ） で 使 用 し た ル ー バ ー を 再 利 用 い た し ま し た 。

レ ス ト ラ ン エ リ ア


